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新潟県村上市立神納小学校
フェリーニューあわしま体験乗船
洋上から岩船沖油ガス田を見学
中・四国地方政治参与会

2 面

3 面

58
人
の
児
童
が

船
の
仕
事
を
学
ぶ

澄
み
き
っ
た
秋
空
が
広
が
る
10

月
７
日
、
新
潟
県
村
上
市
立
神
納

小
学
校
の
５
年
生
と
６
年
生
の
児

童
58
人
が
「
フ
ェ
リ
ー
ニュ
ー
あ
わ

し
ま
」
に
乗
船
し
、
船
橋
（
操
舵

室
）
で
操
船
の
仕
事
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
学
ん
だ

り
現
役
船
員
の
講
話
を
聞
く
な
ど

船
員
の
仕
事
を
体
験
し
た
ほ
か
、

荒
井
浜
の
約
４
㎞
沖
合
の
水
深
約

36
ｍ
の
海
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る

岩
船
沖
油
ガ
ス
田
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
海
上
か
ら
見
学
す
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
を
し
た
。

本
組
合
が
主
催
す
る
体
験
乗
船

の
企
画
に
は
、
村
上
市
と
村
上
市

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
日
本
海

洋
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
（
Ｊ

Ｐ
Ｏ
）
や
粟
島
汽
船
株
式
会
社
な

ど
、
多
く
の
関
係
者
・
団
体
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
。
58
人
の
児

童
た
ち
は
先
生
の
引
率
で
、
午
前

８
時
40
分
に
村
上
市
岩
船
港
の
粟

島
汽
船
の
乗
船
岸
壁
か
ら
フ
ェ
リ

ー
に
乗
船
し
、
船
内
で
乗
船
式
が

行
わ
れ
た
。

乗
船
式
は
本
組
合
の
浅
野
忠
行

新
潟
支
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

主
催
者
を
代
表
し
田
中
伸
一
組
合

長
代
行
が
「
こ
の
村
上
市
は
昔
、

海
員
学
校
が
あ
っ
た
船
員
ゆ
か
り

の
地
域
で
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
に

は
、
体
験
乗
船
を
通
じ
て
、
船
や

船
員
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
船

員
と
い
う
職
業
も
、
将
来
な
り
た

い
仕
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
こ
の
岩
船
沖
に

は
原
油
や
天
然
ガ
ス
を
生
産
す
る

油
ガ
ス
田
が
あ
り
、
現
在
は
日
本

で
唯
一
操
業
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
海
か
ら
見
学
す
る
の

で
楽
し
く
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
遠
藤
友
春
村
上
市
教
育

長
と
日
本
海
洋
石
油
資
源
開
発
㈱

の
原
田
洋
人
代
表
取
締
役
専
務
取

締
役
新
潟
鉱
業
所
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
後
、
村
上
市
立
神
納
小

学
校
の
小
池
満
喜
子
校
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

乗
船
式
が
終
わ
る
と
、
船
の
乗

組
員
が
出
港
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
児

童
た
ち
も
、
岸
壁
か
ら
離
れ
る
船

の
出
港
作
業
を
見
学
し
た
。

「フェリーニューあわしま」体験乗船

JPOの原田洋人代表取締役（専務）JPOの原田洋人代表取締役（専務）JPOの原田洋人代表取締役（専務） 遠藤友春村上市教育長遠藤友春村上市教育長遠藤友春村上市教育長

小池満喜子校長小池満喜子校長小池満喜子校長 田中伸一組合長代行田中伸一組合長代行田中伸一組合長代行

操舵室見学

船の役割りと船員の仕事（講話）

フェリーニューあわしまフェリーニューあわしまフェリーニューあわしま

村上市立村上市立村上市立神神神
か んか んか ん

納納納
の うの うの う

小学校小学校小学校新潟県 新潟県 新潟県 
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船
が
出
港
す
る
と
船
内
で
は
、

児
童
が
Ａ
班
〜
Ｄ
班
ま
で
の
４
班

に
分
か
れ
、
操
舵
室
見
学
・
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
体
験
・
船
の
役
割
と
乗

組
員
の
仕
事
＆
船
と
海
の
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
を
体
験
・

学
習
し
た
。

操
舵
室
の
見
学
で
は
、
航
海
士

か
ら
レ
ー
ダ
ー
装
置
や
舵
輪
な
ど

航
海
機
器
の
簡
単
な
説
明
を
受

け
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
で
は
、

現
役
の
船
員
か
ら
、
仕
事
や
日
常

で
使
え
る
結
び
方
を
学
ん
だ
。
船

員
の
仕
事
の
講
話
は
、
関
東
地
方

支
部
の
安
藏
巧
在
籍
専
従
執
行
部

員
と
中
山
航
志
在
籍
専
従
執
行
部

員
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
映
像

を
駆
使
し
て
、
現
代
の
船
の
仕
事

い
た
だ
く
観
点
か
ら
、
新
潟
県
村

上
市
の
岩
船
港
か
ら
粟
島
を
結
ぶ

粟
島
汽
船
㈱
の
所
属
船
「
フ
ェ
リ

ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
」
の
乗
組
員

と
陸
上
職
員
の
皆
さ
ん
に
全
面
的

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
新

潟
支
部
が
担
当
す
る
佐
渡
汽
船
株

式
会
社
の
職
場
委
員
に
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

村
上
市
で
は
昨
年
に
続
く
２
回

目
の
体
験
乗
船
と
な
り
、
昨
年
は

村
上
市
立
岩
船
小
学
校
の
49
人
の

児
童
が
乗
船
し
た
。
今
年
は
村
上

市
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
高
橋
邦

芳
村
上
市
長
か
ら
、
村
上
市
の
全

部
の
小
学
校
の
児
童
に
も
体
験
乗

船
さ
せ
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
今
年
は
、
村
上
市
立
神
納
小

学
校
の
児
童
が
体
験
乗
船
す
る
こ

と
に
な
り
、
前
日
に
は
ス
タ
ッ
フ

全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
当
日

を
迎
え
た
。

の
重
要
性
と
船
員
職
業
を
わ
か
り

や
す
く
教
え
た
。

船
が
岩
船
沖
油
ガ
ス
田
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
周
回
し
は
じ
め
る

と
、
日
本
海
洋
石
油
資
源
開
発
㈱

の
原
田
洋
人
代
表
取
締
役
（
専

務
）
自
身
が
ブ
リ
ッ
ジ
で
マ
イ
ク

を
持
ち
、
船
内
放
送
で
岩
船
沖
油

ガ
ス
田
の
概
要
と
重
要
性
を
、
見

学
す
る
児
童
た
ち
に
説
明
し
た
。

船
が
岩
船
港
に
入
港
す
る
直
前

に
下
船
式
が
行
わ
れ
、
本
組
合
の

平
岡
英
彦
中
央
執
行
委
員
か
ら
の

あ
い
さ
つ
、
粟
島
汽
船
㈱
の
野
﨑

直
行
取
締
役
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

最
後
に
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生

の
平
山
学
登
さ
ん
か
ら
、
お
礼
の

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
貴
重
な

体
験
乗
船
を
終
了
し
た
。
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10
月
７
日
に
実
施
し
た
体
験
乗

船
で
は
、
船
員
の
仕
事
を
知
っ
て

日本海

新潟県

新潟市

新潟東港 陸上生産基地

粟島汽船のりば

村上市
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新
潟
県
の
粟
島
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
釣
り
の
穴
場
的
な
島
で
、
磯

の
大
物
狙
い
の
釣
り
人
や
、
都
会

の
雑
踏
を
離
れ
、
自
然
に
あ
ふ
れ

た
島
の
情
景
と
美
味
し
い
海
産
物

を
味
わ
い
た
い
観
光
客
な
ど
が
足

を
運
ぶ
島
。
こ
の
粟
島
と
村
上
市

岩
船
港
を
「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
あ

わ
し
ま
」
で
結
ん
で
い
ま
す
。

自
然
豊
か
で
風
光
明
媚
な
粟
島

は
海
が
綺
麗
な
の
で
、
夏
の
浜
辺

は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
海
の
幸
、
山
の
幸
が
多

く
あ
り
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
逃
れ

自
然
に
触
れ
た
い
人
に
は
、
オ
ス

ス
メ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

マ
ダ
イ
の
島
で
も
あ
り
、
釣
り

の
好
き
な
方
が
何
度
も
訪
れ
る
島

で
す
。
そ
し
て
粟
島
の
名
物
料
理

と
い
え
ば
「
わ
っ
ぱ
煮
」
で
す
。

粟
島
で
獲
れ
た
旬
の
焼
い
た
魚
と

ネ
ギ
を
入
れ
て
お
湯
を
注
ぎ
、
そ

こ
に
真
っ
赤
に
焼
い
た
石
を
落
と

し
て
、
煮
立
っ
た
と
こ
ろ
に
味
噌

を
入
れ
る
と
い
う
、
豪
快
な
漁
師

た
ち
の
料
理
で
す
。
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岩
船
沖
油
ガ
ス
田
は
新
潟
市
か

ら
北
東
30
㎞
の
日
本
海
大
陸
棚
に

あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
岩
船

沖
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
掘
削
・
生
産

施
設
を
有
す
る
海
洋
構
造
物
で
、

荒
井
浜
の
約
４
㎞
沖
合
の
、
水
深

約
36
ｍ
の
海
域
に
設
置
し
て
い
ま

す
。昭

和
58
年
に
発
見
さ
れ
た
岩
船

沖
油
ガ
ス
田
は
国
内
で
も
最
大
級

規
模
の
油
ガ
ス
田
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
消
費
国
で
あ
る
日
本
は
、
石

油
や
天
然
ガ
ス
の
資
源
の
ほ
と
ん

ど
を
海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、

安
定
供
給
に
向
け
て
の
自
主
開
発

事
業
は
、
技
術
的
・
経
済
的
に
も

大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
ま
す
。

写真左から、浅野忠行新潟支部長、平岡英彦中央執行委員、伊藤敏明船長、写真左から、浅野忠行新潟支部長、平岡英彦中央執行委員、伊藤敏明船長、写真左から、浅野忠行新潟支部長、平岡英彦中央執行委員、伊藤敏明船長、
田中伸一組合長代行、大滝恒関東地方支部長代行田中伸一組合長代行、大滝恒関東地方支部長代行田中伸一組合長代行、大滝恒関東地方支部長代行

平岡英彦中央執行委員平岡英彦中央執行委員平岡英彦中央執行委員

児童代表・平山学登さん児童代表・平山学登さん児童代表・平山学登さん

野﨑直行粟島汽船取締役野﨑直行粟島汽船取締役野﨑直行粟島汽船取締役

岩船沖油ガス田を見学岩船沖油ガス田を見学岩船沖油ガス田を見学

洋上から岩船沖油ガス田を見学洋上から岩船沖油ガス田を見学洋上から岩船沖油ガス田を見学

体験乗船・スタッフの一言

▶
中
川
貴
史
さ
ん

（
佐
渡
汽
船・職
場
委
員
）

体
験
乗
船
で
は
子
ど
も
た

ち
に
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
教
え

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
夢
を
持
っ

て
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

▶
木
村
浩
明
さ
ん

（
佐
渡
汽
船・職
場
委
員
）

体
験
乗
船
で
は
、
船
内
で

子
ど
も
た
ち
の
誘
導
係
を
担

当
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
、

船
に
関
わ
る
仕
事
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▶
佐
藤
智
矢
さ
ん

（
佐
渡
汽
船・職
場
委
員
）

体
験
乗
船
で
は
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
を
担
当
し
ま
し
た
。
船

員
と
い
う
職
業
を
初
め
て
知

っ
た
子
も
い
た
の
で
、
こ
れ
を

機
会
に
船
員
を
目
指
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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定
期
全
国
大
会
を
前
に
各
地
で

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
10
月
25

日
付
船
員
し
ん
ぶ
ん
に
掲
載
し
て

い
る
通
り
、
８
つ
の
地
区
大
会
の

成
立
を
確
認
し
た
。（
関
東
地
区

大
会
、
新
潟
地
区
大
会
、
神
戸
地

区
大
会
、
大
阪
地
区
大
会
、
名
古

屋
地
区
大
会
、
広
島
地
区
大
会
、

北
海
道
地
方
支
部

小
樽
地
区・室
蘭
地
区・

苫
小
牧
地
区
で
懇
談
会

10
月
10
日
に
小
樽
地
区
、
14
日

に
室
蘭
地
区
と
苫
小
牧
地
区
の
地

区
大
会
を
開
催
し
た
が
成
立
要
件

を
満
た
せ
ず
地
区
懇
談
会
に
切
り

替
え
、
活
動
報
告
と
第
81
年
度
活

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

気
仙
沼
支
部

気
仙
沼・岩
手
地
区
で

懇
談
会

10
月
10
日
、
13
時
か
ら
支
部
会

議
室
で
気
仙
沼
・
岩
手
地
区
大
会

を
開
催
し
た
が
成
立
要
件
を
満
た

さ
な
か
っ
た
た
め
、
懇
談
会
に
切

り
替
え
、
意
見
交
換
で
共
通
理
解

を
深
め
た
。小

名
浜
支
部

小
名
浜
地
区
で
懇
談
会

10
月
15
日
、
13
時
30
分
か
ら
、

小
名
浜
支
部
会
議
室
で
小
名
浜
地

区
大
会
を
開
催
し
た
が
成
立
要
件

を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
、
地
区

懇
談
会
に
切
り
替
え
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。北

陸
支
部

北
陸
地
区
で
懇
談
会

10
月
７
日
、
10
時
か
ら
、
北
陸

愛
媛
地
区
大
会
、
北
九
州
・
下
関

地
区
大
会
）

地
区
大
会
の
成
立
要
件
が
満
た

さ
れ
な
か
っ
た
会
議
に
つ
い
て
は

懇
談
会
形
式
で
、
執
行
部
と
現
場

組
合
員
が
、
活
動
方
針
案
を
軸
に

意
見
交
換
を
行
い
、
共
通
理
解
を

深
め
た
。

動
方
針
案
に
つ
い
て
執
行
部
が
説

明
し
共
通
理
解
を
深
め
た
。

道
北
支
部

稚
内
地
区
で
懇
談
会

10
月
15
日
、
稚
内
地
区
大
会
は

20
時
か
ら
開
催
し
た
が
、
大
会
成

立
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め

懇
談
会
に
切
り
替
え
、
意
見
交
換

で
理
解
を
深
め
た
。

道
東
支
部

根
室
地
区
で
懇
談
会

10
月
15
日
に
知
床
観
光
船
「
お

ー
ろ
ら
」
に
訪
船
、
懇
談
会
を
開

催
し
、
活
動
方
針
案
と
組
合
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
共

通
理
解
を
深
め
た
。
組
合
員
か
ら

は
船
員
し
ん
ぶ
ん
に
「
お
ー
ろ
ら

３
」
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
た
。

道
南
支
部

道
南
地
区
で
懇
談
会

10
月
15
日
に
道
南
支
部
で
道
南

地
区
大
会
を
開
催
し
た
が
、
成
立

要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
、

懇
談
会
に
切
り
替
え
、
意
見
交
換

で
共
通
理
解
を
深
め
た
。

東
北
地
方
支
部

石
巻・塩
釡
地
区
で

懇
談
会

10
月
10
日
の
13
時
か
ら
、
東
北

地
方
支
部
で
、
石
巻
・
塩
釜
地
区

大
会
を
開
催
し
、
成
立
要
件
を
満

た
さ
な
か
っ
た
た
め
、
地
区
懇
談

会
に
切
り
替
え
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
は
じ
め
に
髙
橋
雅
幸
東
北
地

方
支
部
長
か
ら
「
活
動
方
針
案
は

昨
年
決
ま
っ
た
活
動
の
基
調
を
土

台
と
し
つ
つ
、
変
化
を
反
映
し
た

記
述
と
な
っ
て
い
る
。
十
分
な
意

見
交
換
を
行
い
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
続
い
て
執
行
部
か
ら
第

80
年
度
東
北
地
方
支
部
活
動
報
告

を
行
っ
た
。
次
に
第
81
年
度
活
動

方
針
案
を
説
明
し
た
後
、
海
上
旅

客
運
送
業
の
最
低
賃
金
と
最
近
の

利
用
者
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
意

支
部
で
北
陸
地
区
大
会
を
開
催

し
、
成
立
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ

た
た
め
、
地
区
懇
談
会
に
切
り
替

え
、
意
見
交
換
を
行
い
、
共
通
理

解
を
深
め
た
。

鹿
児
島
支
部

鹿
児
島
地
区
で
懇
談
会

10
月
６
日
に
鹿
児
島
地
区
大
会

を
開
催
し
た
が
、
成
立
要
件
を
満

た
さ
な
か
っ
た
た
め
、
地
区
懇
談

会
に
切
り
替
え
、
意
見
交
換
で
共

通
理
解
を
深
め
た
。

沖
縄
支
部

那
覇・石
垣
地
区
で

懇
談
会

10
月
８
日
に
石
垣
地
区
、
翌
９

日
に
那
覇
地
区
で
地
区
大
会
を
開

催
し
、
両
地
区
と
も
成
立
要
件
を

満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
、
懇
談
会

に
切
り
替
え
、
意
見
交
換
を
行
い

共
通
理
解
を
深
め
た
。

10
月
１
日
の
15
時
か
ら
、
中
・

四
国
地
方
支
部
会
議
室
に
お
い
て
、

中
四
国
地
方
支
部
管
内
の
本
組
合

政
治
参
与
８
人
と
松
浦
満
晴
組
合

長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
10
人

が
出
席
し
、「
中
・
四
国
地
方
政
治

参
与
会
」
を
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
除
補
修
中
・
四
国

地
方
支
部
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

て
、
組
合
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴

組
合
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
中
・
四
国
地
方
支
部
管

内
で
は
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
政
治
参
与
の
方
々
に
は
常

日
頃
よ
り
組
合
活
動
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

続
い
て
政
治
参
与
を
代
表
し
森

本
真
治
参
議
院
議
員
か
ら
「
当

地
区
に
お
い
て
は
、
多
く
の
島
し

ょ
部
が
あ
り
、
そ
こ
で
生
活
し
て

い
る
人
々
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

東北地方支部東北地方支部東北地方支部

八戸支部八戸支部八戸支部

北陸支部北陸支部北陸支部

北海道地方支部北海道地方支部北海道地方支部

道北支部道北支部道北支部

道南支部道南支部道南支部

道東支部道東支部道東支部気仙沼支部気仙沼支部気仙沼支部

鹿児島支部鹿児島支部鹿児島支部

小名浜支部小名浜支部小名浜支部

沖縄支部沖縄支部沖縄支部

も
、
海
運
の
重
要
性
を
引
き
続
き

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

議
事
に
入
り
、
遠
藤
飾
政
策
局

総
合
政
策
部
長
か
ら
第
85
回
定
期

全
国
大
会
の
決
定
事
項
に
基
く
、

海
事
振
興
連
盟
や
政
党
、
関
係
省

庁
へ
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
中
・
四
国

地
方
支
部
管
内
の
各
支
部
か
ら
、

活
動
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

次
に
各
政
治
参
与
か
ら
は
活
動

報
告
が
行
わ
れ
▽
燃
料
油
価
格
の

助
成
金
に
つ
い
て
▽
船
員
の
住
民

税
減
免
に
つ
い
て
▽
小
学
生
児
童

を
対
象
と
し
た
体
験
乗
船
に
つ
い

て
▽
国
や
県
に
よ
る
離
島
航
路
へ

の
補
助
事
業
―
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
相
互
理
解
を
深

め
今
後
も
定
期
的
に
政
治
参
与
会

を
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
政

治
参
与
会
を
終
え
た
。

松浦満晴組合長のあいさつ松浦満晴組合長のあいさつ松浦満晴組合長のあいさつ 除補修中・四国地方支部長のあいさつ除補修中・四国地方支部長のあいさつ除補修中・四国地方支部長のあいさつ

全国各地で

地区大会開催
現場組合員と意見交換

中・四国地方政治参与会
海運の重要性を引き続き発信
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北
海
道
地
方
支
部

10
月
20
日
、
18
時
30
分
か
ら
、

Ｇ
ｉ
Ｇ
Ｏ
ボ
ウ
ル
苫
小
牧
で
第
17

回
苫
小
牧
・
室
蘭
地
区
港
湾
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
組
合
員

と
関
係
者
の
合
計
31
人
が
参
加
し

た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
賞
を
設
定
し
、

ス
ト
ラ
イ
ク
の
た
び
に
歓
声
が
沸

き
ゲ
ー
ム
が
白
熱
し
た
。

᧙
ᙱ
地
方
支
部

９
月
４
日
、
神
戸
市
中
央
区

の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
三
宮
駅
前
店

で
、
令
和
７
年
度
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
、
現
場
組
合
員
と
家

族
な
ど
18
人
が
参
加
し
た
。
ガ
ー

タ
ー
や
ミ
ス
を
連
発
す
る
人
も
見

ら
れ
た
が
、
徐
々
に
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
り
、
ピ
ン
が
勢
い
よ
く
飛
び

跳
ね
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ナ
イ
ス
ス

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

名
Ӟ
ދ
支
部

７
月
18
日
、
海
の
日
記
念
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
四
日
市
市
の
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ン
み
え
川
越
店
で
開
催
し
、

総
勢
74
人
が
参
加
し
た
。
ス
ト
ラ

イ
ク
を
出
し
雄
叫
び
を
あ
げ
仲
間

達
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
人
や
、
ガ

ー
タ
ー
に
怯
ま
ず
頑
張
る
人
な
ど

熱
気
と
歓
喜
で
溢
れ
た
。

ʋ
߸
᧙
ᧉ
地
方
支
部

８
月
８
日
、
下
関
ロ
イ
ヤ
ル
ボ

ウ
ル
で
、
北
九
州
・
下
関
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
現
場
組
合

員
と
家
族
、
関
係
者
な
ど
総
勢
78

人
が
参
加
、
来
賓
と
し
て
組
合
政

治
参
与
の
城
井
崇
衆
議
院
議
員
と

奥
村
直
樹
北
九
州
市
議
会
議
員
も

駆
け
つ
け
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

ペ
ア
に
参
加
者
の
歓
声
が
響
き
渡

り
、
大
会
は
盛
り
上
が
っ
た
。

ૼ
๽
支
部

10
月
17
日
、
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
新

潟
美
咲
町
店
で
第
７
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
家

族
、
関
係
各
社
な
ど
総
勢
55
人
が

参
加
し
た
。
日
ご
ろ
政
策
活
動
に

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
西
村
智
奈

美
衆
議
院
議
員
も
参
加
し
、
ゲ
ー

ム
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

ٻ
᧵
支
部

７
月
17
日
、
18
時
か
ら
、
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ン
梅
田
店
で
海
員
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
組
合
員
と
家
族
、
関
係

者
の
総
勢
42
人
が
参
加
し
た
。
ス

ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
に
ハ
イ
タ
ッ

チ
す
る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、
会
場

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
家
族
や
同
僚
と
和
気
あ
い
あ
い

北海道地方支部北海道地方支部北海道地方支部

新潟支部新潟支部新潟支部

関西地方支部関西地方支部関西地方支部

大阪支部大阪支部大阪支部

名古屋支部名古屋支部名古屋支部

九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部

九州関門地方支部のイベントに駆けつけた城井崇衆議院議員九州関門地方支部のイベントに駆けつけた城井崇衆議院議員九州関門地方支部のイベントに駆けつけた城井崇衆議院議員

新潟支部のイベントに駆けつけた西村智奈美衆議院議員新潟支部のイベントに駆けつけた西村智奈美衆議院議員新潟支部のイベントに駆けつけた西村智奈美衆議院議員

全国各地で

ボウリング大会
海員スポーツイベント海員スポーツイベント海員スポーツイベント




